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論文の内容の要旨 
 

濱田香澄氏の博士学位論文は、注意欠如・多動症 (以下、AD/HD) 児の干渉抑制の様相ならびに干

渉抑制に及ぼす外的教示の効果について、干渉抑制課題の行動成績と課題遂行時の脳血行動態反応か

ら検討したものである｡その要旨は以下の通りである。 
 
第 1 部では、AD/HD 児の干渉抑制に関する文献的検討として、まず AD/HD の症状や困難、それ

らが生じる背景としての干渉抑制に関わる脳機能不全を検討した先行研究が概観されている。次に干

渉抑制の検討に用いられることが多いストループ課題を概観し、その中で Real Animal Size Test (以
下、RAST ) を取り上げ、典型的に使用される色−文字のストループ課題を用いることが難しい低年齢

小児にも実施できる等の意義と、その上で課題変数ならびに外的教示の操作を行うことの意義を述べ

ている｡続いて、課題遂行時の近赤外線スペクトロスコピー (以下、NIRS) 計測による脳血行動態反応

を検討することの意義を述べている｡そして、これらの背景をふまえ、本論文全体の目的は、課題条件

や外的教示を変化させた干渉抑制課題の行動成績と脳血行動態反応の検討を通して、AD/HD 児の干渉

抑制機能に課題条件や外的教示がどのような影響を与えるのか、その際の脳内処理過程の様相はどの

ようなものかを明らかにすることであるとしている。 
 
第２部は、RAST で評価される干渉抑制について、定型発達成人を対象にした検討（研究 1）、定型

発達児を対象にした検討（研究 2）、AD/HD 児を対象にした検討（研究 3）から構成されている｡研究

1 では定型発達 (以下、TD) 成人 14 名を対象としている。課題は先行研究に基づき作成された RAST
であり、刺激には大きい動物 (象、馬) 、小さい動物 (鳥、蝶) の 4 種類のシルエット画が用いられ

た。動物の実際の大きさと相対的に一致した刺激 (促進試行) と不一致な刺激（干渉試行）がランダム
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に呈示される混合条件と、すべての動物が同じ大きさで呈示される中立条件の計 2 条件を交互に実施

された。研究協力者には「できるだけ早く、できるだけ正確に」回答するように求める、中立教示条

件が用いられた。前頭部における oxy-Hb 濃度の変化量を 24 チャンネル NIRS (日立メディコ社製；

ETG-100) を用いて計測している。計測部位は 8 つの関心領域 (ROI) に分けて分析されている (R1 
(右前部背外側前頭前部；以下、DLPFC) 、R2 (右前部腹外側前頭前部；以下、VLPFC) 、R3 (右後部

DLPFC) 、R4 (右後部 VLPFC) 、L1 (左前部 DLPFC) 、L2 (左前部 VLPFC) 、L3 (左後部

DLPFC) 、L4 (左後部 VLPFC) )。結果として、TD 成人では中立条件と比較して混合条件にて反応時

間が延長し、反応時間の変動係数が増大したことから、著者は混合条件における switch cost ならびに

干渉抑制を反映する結果だと考えられると述べている。また、条件間に有意差はないものの、混合条

件において右前部 DLPFC の oxy-Hb 濃度変化量の増大を認めている。著者は、この部位の活動増加は

意識的な反応選択の実行や意味的情報やサイズに対する意思決定、それらの間のストループ干渉とい

った RAST の刺激特性に関連したものと考えられると述べている。 
研究 2 では TD 児 14 名、TD 成人 14 名を対象としている。行動成績では両課題条件ともに TD 成

人よりも TD 児で反応時間が有意に延長し、著者は干渉抑制及び運動速度の発達的変化を反映したと

考えられると述べている。群間差はないものの、TD 児では混合条件にて、左 VLPFC でストループ干

渉に関連した活動がみられている。これらのことから著者は、TD 児では干渉抑制能力が発達途上であ

るとともに、RAST 遂行に言語を媒介とした方略を用いていた可能性があると述べている。 
研究 3 では、TD 児 14 名、AD/HD 児 11 名を対象としている。混合条件の反応時間は両群で延長

したとともに、群間の有意な差は認められなかったものの、AD/HD 児群の行動成績は TD 児群よりも

全体的に低い傾向があったとしている。著者はこれらの行動成績の結果は干渉抑制の発達途上ととも

に AD/HD 児の反応スタイルを反映したものと推察している。AD/HD 児では混合条件遂行時に右後部

DLPFC、右前部及び後部 VLPFC の oxy-Hb 濃度変化の増大と、左後部 VLPFC の活動低下が観察さ

れ、AD/HD 児では干渉抑制に TD 児と同様の部位とともに異なる領域の関与が推測されると述べてい

る。また著者は、これらの部位の干渉抑制時の oxy-Hb 濃度変化が AD/HD 児の中間表現型に対応する

バイオマーカーの一つになりうる可能性を指摘している。 
以上の第 2 部の検討を通して、著者は RAST が TD 成人を含めた干渉抑制能力の評価課題であるこ

とが確認できたと述べている｡あわせて課題遂行中の脳血行動態から、ストループ干渉の処理に関連し

た脳領域ならびに処理の発達的変化と AD/HD 児における処理特異性が示唆されたと述べている。 
 
第 3 部は、第 2 部の検討をふまえ、早さまたは正確さのいずれかの外的教示が干渉抑制及びそれに

関わる脳活動に及ぼす影響を検討するにあたり、干渉抑制と早さおよび正確さのトレードオフ (以下、

SAT) との関連についての検討 (研究 4 から研究 6) 、及び AD/HD 児の臨床症状と外的教示下の干渉

抑制能力及び SAT との関連についての検討（研究 7）から構成されている｡ 
研究 4 では、TD 成人 14 名を対象に、早さまたは正確さのいずれかを重視した外的教示下での

RAST を用いた検討を行っている。両課題条件ともに、早さ重視条件で反応時間の短縮、正確さ重視

条件で正答率の上昇を認めている。このことから著者は、TD 成人では早さまたは正確さのいずれかの

教示に応じた反応の調整や実行が可能であることが示唆されたとしている。脳血行動態反応から、正

確性を重視した反応実行には左 VLPFC や両側 DLPFC の活動を認め、早さの維持や調整に右 DLPFC
の関与と、早さよりも正確さの維持に前頭前部の処理の負荷が高いことが示唆されたと述べている。 

研究 5 では、TD 成人 14 名、TD 児 14 名を対象としている。TD 児では行動成績上では TD 成人

同様に教示の効果が認められ、小児でも干渉抑制は外的教示の影響を受けることが示唆されたと述べ

ている。脳血行動態反応に関しては、正確さ重視条件において、TD 児では左前部 DLPFC の活動が

TD 成人よりも低いことを示している｡このことから著者は、研究 2 において示唆された、TD 児にお

ける言語を媒介とした処理が、外的教示を変化させた課題においても生じた可能性があることを述べ

ている。 
研究 6 では、TD 児 14 名、AD/HD 児 11 名を対象としている。AD/HD 児群でも外的教示の影響が

認められたこと、視察ではあるが AD/HD 児では教示条件によらずストループ干渉は同程度であること

を示している。AD/HD 児では混合条件の正確さ重視条件で両側前部 DLPFC とともに、中立条件の早

さ重視条件で右前部 VLPFC にて oxy-Hb 濃度の増加がみられた。このことから著者は、研究 3 でも示

唆された右 VLPFC を含む AD/HD 児における干渉抑制の代替的な処理経路が想定されると述べてい

る｡ 
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研究 7 では、TD 児 14 名、AD/HD 児 11 名を対象に AD/HD 児の臨床症状と RAST の行動成績と

の関連を検討している。研究 6 までで設定された混合条件を促進試行と干渉試行に分割し、中立条件

とともに行動成績を検討した結果、混合試行における反応時間の延長は、干渉試行の影響と、早さを

求める教示の影響が大きいことを示唆する結果を得ている。AD/HD 児の不注意傾向の強さと、早さ重

視条件における促進条件の反応時間とが正の相関を示したことから、 AD/HD 児の現実場面における

不注意の症状が、外的教示、特に早さ重視の教示に応じた干渉抑制の困難に関連する可能性を指摘し

ている｡ 
以上の第３部の検討を通して、著者は干渉抑制時における SAT への外的教示の影響は TD 児者でも

AD/HD 児でも認められることが確認できたとしている。また、 AD/HD 児における干渉抑制の困難は、

反応の変動性を含めて認知的負荷に関わらず出現する可能性が示唆されたとしている。あわせて

AD/HD 児においては干渉抑制に対して機能代替的な領域が関与した可能性を指摘している。さらに、

不注意症状と早さ重視を求めた際の干渉抑制との関連は、実験課題ならびに生理心理学的計測で得られ

る知見と日常生活上の困難とが相互に関連することを示唆するものであるとし、教育的示唆にもつなが

るものであると述べている｡ 
 
第４部では、総合考察と今後の課題として第 3 部までの検討が総括されている｡著者は AD/HD 児の

干渉抑制を求められる状況下では TD 児者において行われる処理に関わる活性化が不十分であることが

確認できたと述べている｡すなわち、AD/HD 児では代替的な処理が行われている可能性もあるものの、

干渉抑制は相対的に困難であること、これを含めてパフォーマンスに不均一性が生じる可能性があるこ

とが示唆されたとしている。また、外的教示や課題変数が脳内処理とそれに基づくパフォーマンスに及

ぼす影響も AD/HD 児では TD 児より相対的に大きいことが示唆されたとしている。著者はこれらの知

見を踏まえ、いくつかの教育的示唆を指摘している｡すなわち 1) AD/HD 児における干渉抑制の困難は

本質的な特性である前提で、環境調整を考慮すること、2) 課題条件や教示条件の影響を受けることを含

め、AD/HD 児の取り組みのムラを理解すること、3)注意の方向付けを積極的に行うこと、である。 
加えて著者は、今後の課題として、本研究とは別の視点での課題変数の操作が AD/HD 児の干渉抑制

にどう影響するかについて、より詳細に検討する必要性、対象群のサンプルサイズの拡充、複数の課題

や刺激モダリティを用いる脳機能計測や複数の脳機能計測の同時計測を通した干渉抑制に関わる脳内

ネットワークと AD/HD におけるその特異性について更なる検討を行う必要性を指摘している。 
 
 

審査の結果の要旨 

（批評） 

 本研究は干渉抑制の評価にストループ課題の一種である RAST を用い、 RAST 遂行時の NIRS記録

を AD/HD児を含めた対象に実施した最初の研究である。また、RAST遂行における干渉抑制において

早さと正確さのトレードオフへの外的教示の影響について検討した研究もこれまでに報告されて

いない。本研究の一連の検討によって、RASTが AD/HD児の臨床評価と合わせて、AD/HD児の干渉抑

制能力が評価可能であること、RAST 遂行時の前頭前部活動を NIRS によって計測することにより、

AD/HD 児の脳活動における特異性 (不全ならびに、代替的部位の活動) を示すことができている。

さらに、RAST 遂行時の NIRS 計測による脳血行動態反応評価が AD/HD の中間表現型に関わるバイオ

マーカーになりうる可能性についても指摘されている。これらのことから、RAST 遂行時や異なる外

的教示下における脳活動や行動成績、臨床症状を検討することによって、AD/HD 児の干渉抑制とそ

れに関わる脳活動についての新たな知見を示していると判断でき、基礎研究から AD/HD児への日常

生活場面での教育的支援にも示唆を与える重要な知見であると評価できる。 

 

平成 29年 3月 29日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求

め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 

よって、著者は博士（障害科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 


	（批評）

